
【資料１】 

○「第７次総合基本計画基本構想（素案）及び第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）」に関するパブリックコメント実施結果 

 

（１）募集期間：令和７年 12 月 25 日（木）～令和８年１月 24 日（土） 

（２）意見数 ：１件 

（３）提出のあった意見 

 

番号 意見 

１ ①メガソーラーの規制 

日本全国で、大型ソーラーパネルが自然を壊して作られています。羽曳野市には、ブドウ畑があり山がありま

す。これからも羽曳野市に山やブドウ畑が残るように、ソーラーパネルに対しての事前の規制が必要です。 

 

②羽曳野市役所建て替えの費用を常にわかりやすく公開する必要性 

羽曳野市の歳出が増えて、収支不足になっていくと書かれていました。そんな中、羽曳野市役所の建て替えに

は上限なくお金が使われていくように見えます。収支不足が予想されるなか、建て替え費及び、修繕費などが

羽曳野市の財政を圧迫することが予想されます。広報はびきのにて、逐一お金の使い道の公開が必要です。業

者に対してのプロポーザル募集の中だけで専門業者に対してだけ金額を掲載するのではなく、一般市民にもわ

かる羽曳野市役所建て替えに関するお金の情報を載せる必要があります。 

 

③指導ハラスメントの禁止徹底 

子供へのスポーツ指導において、理不尽な怒鳴りや、理解できない指導ハラスメントがありました。指導者は

挨拶しないのに、子供が挨拶してこないからと言って怒鳴っていたチーム。こういった指導ハラスメントを、

徹底的に無くさなければなりません。そのためのルールや条例、罰則が必要です。 

 


